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福岡県鞍手郡

宮田町石炭記念館所蔵炭坑用具 目録

秀村選三 荻野喜弘

今野 孝 東定宣昌

1.貝 島炭礦 と宮 田町石炭記念館

貝 島炭礦 は 、 明治17年(1884)に 貝 島太 助 が2300坪 の 坑 区 を 買収 して以 来 、昭

和51年8月 に 閉 山す る まで 、 町 を さ さ え て来 た基 幹 産 業 と して 、政 治 ・経 済 にか

ぎ らず 、 教育 、 文化 を含 め て 、 あ らゆ る面 に わ た って 、 まさ に宮 田 町 の 中核 と し

て 存 在 して い た。桐 野 ・菅 牟 田 ・満 之 浦 地 区 を 中 心 に 、多 くの 鉱 業 所 を も ち 、最

盛 期 に は年 産170万 トン を 出炭 し、従 業 員1万3000人 余 、 家族 を含 め て4万 人 を

越 え る地 域 社 会 を形 成 して い た と いわ れ る。

しか しその 貝 島炭礦 も 、 エ ネル ギ ー革 命 の 波 の なか で 、 経営 危 機 の 深 化 を避 け

るこ とが で き ず 、昭 和35年 に第 一 次 合 理 化 を は じめ たが 、 回生 の策 で あ っ た翌36

年 か らの 露 天 掘 への 進 出 も 効 を 奏 さ ず 、 昭和48年 の坑 内 掘 の終 掘 に つ づ い て 、 昭

和51年8月5日(1976)に は 露 天 坑 も 閉 山 し、 つ い に その90年 余 に わ た る歴 史 を

閉 じた 。

この 貝 島炭礦 の閉 山 に あ た り、宮 田町 で は 、 「い ま こそ貝 島炭礦 と、 これ に 関

連 あ るい ろい ろな記 録 を遺 して 置 くこ とは 、 現 代 に生 き る者 の 責 務 」 とい う視 点

か ら、 石 炭 記 念 館 の設 立 を決 め 、 昭和49年 春 に準 備 が 開 始 さ れ 、翌50年9月 か ら

本 格 的 な 活 動 には い った 。 関係 者 の献 身 的 な 努 力 と、 炭 鉱 に か か わ って きた 人 び

との支 援 に よ って資料 が収 集 され た 。

宮 田町 石 炭 記 念 館 は 、1.貝 島炭礦 の創 業 か ら閉 山 ま で2.特 筆 す べ き私学

の 記録3.貝 島炭礦 を支 え た労 働 者 の記 録 を設 立 に あ た って の3つ の柱 と し、

貝 島炭礦 株 式 会社 の 膨 大 な 資 料 、 炭 坑 用 具 ・機 械 類 、写 真 、絵 画 な ど各 種 の 資 料

を収 集 し、器 材室 ・ 「写 真 で 見 る貝 島 炭 鉱 」 室 ・住 民参 加 に よ る炭礦 絵 画室 ・貝

島私 学 室 を 設 け展 示 して い る。(以 上 、 井 上 芳 邦 「貝 島炭礦 の 足跡 と宮 田町 石 炭

記 念 館 」r筑 豊 炭鉱 遺 跡 研 究 会 報 』第2号 に よ る)

一1一



E.宮 田町石炭記念館所蔵炭坑用 具の特色

宮田町石炭記念館所蔵の炭坑用具の特色 と して、つぎの点 があげ られる。

1.収 集 されたものの ほとん どが、貝島炭礦 で使用 されていたものであ ること。

前述の設立経過 からもわ かるように、貝島炭礦 で使用 されていたものが ほ

とん どであ る。貝 島炭礦 の従業員には二代 ・三代 と勤 めた人も少な くな く、

この ことは、実際に使用 して いた人によ って持ち込 まれ たものも多 いことと

あわ せて、それぞれの用具類 についての情報 を比較的得やすい状況 にあ るこ

とを示 して いるといえるであろう。

2.収 集 ・展示 されてい るもの が、体系 的ではないが、一一1応手掘 り時代の手労

働 の用具 か ら、近代的な鉱 山機械 まで含 まれていること。

これは、1で 述べた ように一・応対象 が貝 島関係に絞 られてい ること、貝島

炭礦の最終 閉山時期が比較 的遅 かった ことな どの諸条件 をあげ ることがで き

る。 ところで閉 山後の旧産炭地域の鉱害 復旧 と当該地域の再開発によ り、一

方では容赦 な く炭鉱の施設 ・設備等が地上 から払拭 されていって おり、宮 田

町も例外ではない。 しか し一 方でこれ らの工事に ともない、たとえば初期 の

坑 口が発見されて記録 された り、また硬 山の切削工事現場 か らは木製炭車が

発掘 されて記念館 に保存 され るなど、関係者の努力と協力 によるところも大

きいと言わなければな らな い。

宮 田町石炭記念館所蔵の炭坑用具は、以上 のような特色を持 っているもの であ

るが、前述の ように、宮 田町石炭記念館は炭坑用具のみを対象 として収集 ・展示

す るもの ではな い。そのため、施設や費用、その他多 くの制約があ ることも事実

であ る。 しか し同石炭記念館所蔵の炭坑用具 は、今後聞取調査等に よって、それ

ぞれの用具につ いての より詳細 な情報を得 ることができるもの として、あるいは

ひ とつの炭鉱 における用具 ・機械類の変遷をみ るうえで も、重要な資料 を提供 す

るもの とな るであろうと思 われ る。
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凡 例

1.本 目録は、福 岡県鞍手郡宮 田町の宮田町石炭記念館が所蔵 してい る・主 とし

て貝島炭礦 で使用 されていた炭坑用具類の目録であ る。その中か ら今回本目

録 には整理番号200番 までを収録 した。

2.採 録 にあたって は、標本の写真 をかかげ、その下 に標本番 号、名称 、外形寸

法 、型式、製造番号、製造者、製造年月 日、素材、 および備考 ・注記事項等

の項 目を必要 に応 じて掲載 した。

a.名 称 については、同記念館に展示 されてい るもの につ いて は、その表示 に

より、同記念館 の井上 ・内野両氏 か らの聞 き取 りによって補 った。別称や

俗称などは()内 に、 また仮標 目には[]を 付 けて示 し、 また名

称のわか らないものは、[不 詳]と した。

b.機 械 ・器具類 については、その銘板等に よって型式、製造番号、製造者、

製造年月 日等 を掲載 したが、 これ らのないもの、および判読 しがたいもの

は掲載 しなか った。

c.外 形寸法については、調査時 に作図を して、詳細 な計測 を行 なってい るが、

本 目録には、主要な数値 を掲げ るに とどめた。数値 は、単位 は ミリメー ト

ル、基本的には タテXヨ コ×高サ で示 したが、必要 に応 じて計測部位

を適宜表示 した場合があ る。 また外形寸法の記載 を省略 したもの もあ る。

3.本 目録の作成 には、秀村選三 、東定宣昌、荻野喜弘、今野孝 があた り、特に

宮田町石炭記念館館長井 上芳邦氏 および 内野健男氏、同町町史編集室大谷秀

樹氏の協力 を得 た。 また写真撮影 および計測 には、西村 卓氏の協力 を得 た。

(付 記)本 目録 は、昭和58～59年 度文部省科学研究費補助金 一般研究(C)

「九州 産炭地域 におけ る炭坑用具の目録作成 とその産業考古学的研究」

による成果の一部で ある。
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1.ツ ル ハ シ

柄 長875刃 長225

4.ツ ル 穂 先

穂 先4本 長 さ215・204

ク サ ビ1本 長 さ96

2.ツ ル ハ シ

柄 長900刃 長340

備 考 一 「保 安 」 の 彫 刻 あ り、 改 良 ツ ル を 改 造

5。 ガ ンヅ メ

柄 長862刃 長110刃 幅230

3.改 良 ツ ル

柄 長911刃 長255

6.カ キ 板

柄 長725刃 長98刃 幅232
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7.カ キ板

柄長672刃 長IO3刃 幅300

10.ポ ン コシ

柄長315頭 部182×35

備考 一昭和54年6月13日 、 旧二坑の阿賀野氏

(69才)よ り寄贈

8.斧(ヨ キ)

柄 長450刃 長205刃 幅70

備 考 一椋カバーつ き、 「二代目六助」の銘あ り

11.セ ッ トウ(節 頭)

柄 長400頭 部210×33

9.斧(ヨ キ)

柄 長452刃 長195刃 幅70

備 考 一 柄 尻 ビ ニ ー ル ・テ ー プ 巻 き 、 「村 光 」 の

銘 あ り

12.角 鋸

刃 長480刃 幅80
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13.成 切 り(鋸)

柄長450刃 長470刃 幅45

製造 「文十利久」

備考一刃の部分はゲー トルでカバーされている

14.ピ ッ ケル

柄長782刃 長153

慌 考 一柄の先端 に金具付

15.ピ ッケル

柄長634刃 長132

備 考 一柄に50㎜ 毎に釘の 目盛 り付 き

16.ピ ッ ケ ル

柄 長548刃 長148

備 考 一 刃 に 「野 口 」 の 銘 あ り

17.オ くタワリ

柄長370刃 長182

慌 考 一刃に 「カサ」の彫込みあ り、飯森基市氏

18.穴 劉 竪(ハ マグ リノミ)

535×18φ 刃幅22
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19.穴 劃 聖(ラ ッ パ ノ ミ)

845×20φ 刃 幅25

22.

432

スパナ

#32

20.

240

スパナ

×70#46

23.メ ガ ネ レ ン チ

380#32,#38

21.ス パ ナ

410#32

24.メ ガ ネ レ ン チ

385#28,#34
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25.メ ガ ネ レ ン チ

353#28,#34

備 考 一 「武 本 」 の 彫 込 み あ り

28.ボ ッ ク ス レ ン チ

i12×168#20

26.メ ガ ネ レ ン チ

410#30,#40

29.ボ ンコシ

柄長325頭 部190×38φ

慌 考一車道釘打ち専用 、柄の部分破損

27.ポ ッ ク ス レ ン チ

270×63#30

30.玄 翁

柄長220頭 部 140×50
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31.玄 翁

柄 長210頭 部115×70

34.椋 取 用 コース鈎

柄長120鈎 部222×87

備考 一握 りは太木綿糸を巻 き、その上に赤黒の

ビニール ・テープを巻 く

32.牛 の 爪

270×51

35.樟 取 用 コ ー ス 鈎

柄 長105鈎 部217×71

備 考 一34と 同 じ、 黒 テ ー プ 巻 き

33.牛 の 爪

237×50

36.樟 取 用コース鈎

柄長115鈎 部235×94

備 考 一握 りの部分未加工
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37.樟 取用 コー ス鈎

柄長105鈎 部233×93

備考 一34と 同 じ、ただし包帯巻 き

43.145×20文 字 面 一 「5」

44.140×20文 字 面 一 「四 」

45.148×21文 字 面 一 「一 」

46.107×22文 字 面 一 「2」

38.樟 取 用 コ ー ス 鈎

柄 長120鈎 部240×94

備 考 一34と 同 じ 、 赤 ビ ニ ー ル ・テ ー プ 巻 き

47.101×21文 字 面 一 「6」

48.110×21文 字 面 一 「0」

49.120×21文 字 面 一 「9」

39～55.金 札 製 作 用 金 型

39.83×21文 字 面 一 「0」

40.106×21文 字 面 一 「8」

41.800×21文 字 面 一 「九 」

42.120×21文 字 面 一 「3」

50.145×22文 字 面 一rG」

51.144×22文 字 面 一 「二 」

52.177×20文 字 面 一 「八 」
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53.166×27×29文 字 面 一 「四 」

54.110×26×28文 字 面 一 「三 」

55.165×27×27文 字 面 一 「一 」

58.鉄 砲 鍵

鍵部152錠 部 203×27φ

56.鉄 砲鍵

鍵部300錠 部440×25φ

備考 一坑内の道具箱その他に使用、手製

59。[坑 内 修 繕 方 用 ゲ ー ジ]

629×192

57.鉄 砲 鍵

鍵部203錠 部245×27φ

60.[坑 内 修繕方用ゲージ]

627×185
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61.枠 廻 し

鈎部230×50輪 部88φ

64.ベ ー・iシ

226×50オ くノレ ト95×35

62.枠 廻 し

鈎 部115×33輪 部80×35

65.ベ ー シ

415×53オ くノレ ト95×30

63.長 尺 鉄梁(か ぐめ差梁)締 め付け金具

390×200

66.ベ ー シ

390×50オ く]レト95×35
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67.ベ ー シ

410×95×90

70.[信 号 用開閉器]

108×33×23定 格

製造 練馬製作所

150V,5A以 下

68.ベ ー シ

410×95×90

備 考 一67と 同 じ

69.[耐 圧 型 押 釦 開 閉 器]

172×98

製 造 株 式 会 社 上 野 製 作 所

71.[信 号 用開閉器]

108×33×23定 格

製造 練馬製作所

72.耐 圧電気信号開閉器

171×72×60

河野 式G-2型

150V,5A以 下
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73.Foo七Switch

200×142XlO2TYPE-FXX250V20A

MFGNa56-10

製 造HITACHしTD

76.耐 圧 電 鈴

120×150φ 交 流25V

河 野 式AB・4型

74.耐 圧 ブ ザ ー

90×90φ50V

河 野 式AB-3型

77～80.プ ロテ クター(ケ ーブルカバー)

180×56φ 合成ゴム製

西村式 低圧用

75.耐 圧 防爆型ブサー

92×120φ 型 式PB100V30W

JlSO901Nd48831

製 造 株式会社上野製作所 昭和38年1月

81.西 村式プロテクター

280×60φ 合成ゴム製

低圧用
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82.ケ ー ブ ル ブ ロ テ ク タ ー

225×80×70

金 属 製

86.[噴 霧 器]

425×90φ

備 考 一 散 水 用 か 、 詳 細 不 明

83～84.導 中 車

235×150φ

磁 器 製

87.[キ ン チ ャ ク バ ン ド]

238×64

備 考 一バ イ ブ 補 修 用 か 、 詳 細 不 明

85.カ ー ブ 。シ ー プ

取 付 座855×134

回 転 部(コ ン ベ イ トウ)105×275φ

88～89.[キ ン チ ャ ク バ ン ド]

88.230×54

89.230×52
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3ρ

90～91.炭 車 逸 走 防 止 器

90.205×105×80

91.215×85×80

94.犬 釘

92×31×25

92.ベ ー シ

198×45

95.滑 車

取付座458×98 滑 車168φ

93.ベ ー・シ

204×60×84

96.キ ャ ッ チ ・ク リ ッ プ(カ チ)

492×140

備 考 一 下 綱 式 エ ン ド レ ス 用
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97。 キ ャ ッ チ 。ク リ ッ プ(カ チ)

148×61

備 考 一 上 綱 式 エ ン ド レ ス用

102.ビ ン

280×33φ

備 考 一 炭 車 連 結 用

98.炭 車連結用三連鎖

一環208×12532φ

103.鰐 口

185×90×125

慌 考 一炭車連結用

99.炭 車 連 結 用 三 連 鎖208×12532φ

100◆ 鰐 口185×90×125

101.ピ ン280×33φ

104.ゲ ー ジ

663×35

慌 考 一 車 道 ゲ ー ジ 測 定 器
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105.ゲ ー ジ

754×50

備 考 一 車 道 ゲ ー ジ 測 定 器

108.背 負 籠

底部230×350開 口部600×580

高 さ550本 体 竹製

備考 一背の部分に産をつける、負紐 も麓巻き

106.消 火 器

本 体566×97φ ホ ー ス 部747+520

TP250CO2CFD-370846.1958

本 体 金 属 製 先 端 部 ベ ー ク ラ イ ト製

109.背 負 籠

底部270×400開 口部660×650

高 さ610

本 体 竹製 負紐 麻縄

107.負 籠

上部660φ 下 部430φ

本 体 竹製 負紐 麻縄

備考一底部にタガあ り

高さ460

110.バ イ ス ケ

上 部400φ 底 部270φ 高 さ150

竹 製

備 考 一 名 称 は 「バ ス ケ ッ ト」 の な ま り
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111.バ イ スケ

上部400φ 底 部270φ 高 さ150

備 考 一竹製の籠に針金で十文字に補強、バ ック

喋いなどに使用

114.

本 体

製 造

[磁 石式壁掛電話機]

703×215×140

日本電気株式会社

112.エ ブ

505×380×100 竹製

115.防 爆 型磁石式電話機

本体340×143×130(受 話器な し)

型 式MD466-1製 造 番号110

製 造 沖電気工業株式会社 昭和45年10月

113.[磁 石式卓上電話機]

本 体188×347×114

製造 日本電気株式会社

116,手 押 しボ ン フ

本 体470×390

備 考 一 木 製 台 座 付

ハ ン ドノレ1180
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117.デ ム バ ー 型B岩 機

本 体560×467聖990×22

製 造 トー ヨ ー

120～121。 コ い。ル ・ ピ ッ ク

本 体720×161製 造 トー ヨ ー

120.CA7AA126-47

121.CA7AA140-34

118.襲

1180×22

備 考 一 デ ム バ ー 用

122.電 動 式 墾 岩 機

590×480×220

NOECD226No4

備 考 一 大 谷 伝 氏 提 供

119.デ ム バ ー 型 墜 岩 機

本 体570×470

TOYOTY24CE907-54

123.金 テ コ

1420×23φ
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124.採 炭 用 ス コ ッ プ

270×370全 長1045

127.金 札

ブ リ キ製

125.採 炭 用 ス コ ッ フ

248×295全 長995

128.防 爆 型 開 閉 器

230×110×110TYPEPOKX-C2」1SCO903

製 造YASKAWAELECTRICHFG.CO.,LTD.

備 考 一EXPしOSIONPROOFCONTROしSWITCH

126.金 札

ブ リキ製

備考一二坑木製炭車用、付け替えを防止するた

めに考案されたもの

129.ノ ー ヒ ュ ー ズ 遮 断 器

256×117×12030Aフ レー ム2P

PTS-615Na27297-2定 格250V20A

製 造 株 式 会 社 上 野 製 作 所 昭 和45年8月
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130.発 破 警戒表示入袋

171×170×40白 色 ビニール製、ベル ト付

備考一ブ リキ板に赤色デーブX印 の発破警戒札、

椋縄、キャッブランプ用赤色 ビニールカバー入

133.火 薬 袋

320×255Xl10

赤 色 帆 布 製

肩紐940×60

131.火 薬 袋 禽

320×255×110肩 紐940×60赤 帆 布製

備考 一ブリキ板に赤色テープX印 の発破警戒札、

椋縄、キャッブランプ用赤色 ビニールカバー入

134.発 破線

3φ 紅白二色被覆電線

132.火 薬 袋

340×290×110 黄色 ビニール製

135～136.発 破 警戒標

193×289

備考 一赤ビニール地に白文字
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玉37～138.「 火 薬 」 の 腕 章

98×364

備 考 一 赤 色 布 に ビ ニ ー ル カ バ ー つ き 、 火 薬 掛 り

用 腕 章

141.地 下 足 袋

サ イ ズ10.7文 高 さ130

製 造 ア サ ヒ 靴

139.ワ ラ ジ

217×85

142.地 下 足 袋

サ イ ズ25.5高 さ130

製 造 ア サ ヒ靴

140.ワ ラ ジ

212×90

143.地 下 足 袋

サ イ ズ27.0

製 造 ア サ ヒ 靴

高さ135

_爵_



144.地 下 足袋

サイズ27.0高 さ135

製造 アサヒ靴

148.安 全 靴

サ イ ズ25.5高 さ270+70

ゴ ム 製

145.ゴ ム 靴

サイズ24.5

製 造 アサ ヒ靴

備考 一紐付

高さ51

149～150.安 全 靴

サ イ ズ25.5高 さ260

ゴ ム 製

備 考 一紐 付

146～147.ゴ ム靴

サイズ25高 さ115

備 考 一上部破損

151.安 全靴

サイズ 不詳

革製

備考 一紐付

290×110高 さ260
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152。 タ ー ボ(圧 気 発 電 式 坑 内 灯)

230Xl73

TYPO450UNr.80012V100WBasch81922

製 造FRIEMANN&WOLFDUISBURG

155.生 み出 し

本体144φ

備考 一枝部4本

枝部32φ

153.[防 爆 型 蛍 光 灯]

765×150

156.生 み 出 し

本体60φ 枝部23φ

備考 一枝部2本 、球状弁付 き

154.生 み出 し

本体89φ 枝部21φ

備考 一本管か ら異径の管やホースなどを立ち上

げるもの

157.生 み出 し付 きクラウン

133×140

慌 考 一バ イブ接続器具のクラウンに 「生み出 し」

がついた物



158.[フ ィ ル タ ー 付 き 生 み 出 し]

75×65φ

備 考 一 フ ィル タ ー 内 蔵

161.生 み 出 し

本 体96×115φ 枝部47×61φ

159.パ イ ブ 継 手

58×32φ

162.生 み 出 し

本体96Xl15φ 枝 部97×61φ

160.生 み 出 し

本体257×60φ 枝部70×60φ

163～164.ベ ン ド

130+120+130×180φ

卜砲



165.バ イ ブ

507+57×34φ

備 考 一継 手 付 き

170～171.ク ラ ワ ン

170.200×72内 径115φ

171.164×67内 径93φ

TK4C

TK3C

166～168.

166.バ ィ ブ

167.ク ラ ウ ン

168.バ イ ブ

218×114φ

205×75内 径120φ

348×114φ

172～173.ク ラ ウ ン

172.206×76内 径117φ

173.127×58内 径62φ

備 考 一 ゴ ム 製 パ ッ キ ン グ 付

TK4

TK2C

169.生 み 出 し

本 体297×89φ 枝部109×61φ

174～175.「 安 眠中」の木札

195×114×10

木 製

備考一水彩絵の具により、白地に黒文字
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176.「 人 車々掌」の腕章

372×903枚

備 考一白木綿字 に緑文字、ビニールカバー付

179.「 乗 車許可証」の腕章

367×912i文

備 考一黄色地 ビニール に赤文字

177.「 年 末年始特別保安運動」の腕章

354×1016i文

備考 一白木綿字に緑線、黒枠赤文字、 ビニール

カバー付

180.「 防 災委員」の腕章

172×91

備 考 一白木綿地 に黄色線 と黒文字 、ビニール ・

カバーつき

178.r乗 車許可証」の腕章

367×913枚

備 考 一白地 ビニールに赤文字、ピン穴付

181.「 防 災 委 員 」 の 腕 章

172×91

備 考 一 臼 木 綿 地 に 緑 線 と 黒 文 字 、 ビ ニ ー ル ・

カ バ ー つ き
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182.[鉄 道 用 信 号 灯]

305×166φ レ ン ズ116φ

185.焼 印

59×27×327

備 考 一 印 面 は 「新 菅 牟 田 坑 」

183.焼 印

59×27×323

備 考 一 印 面 は 「新 菅 牟 田 坑 」

186.防 爆 定 着 安 全 電 灯

220×145φ

49・2型

184.焼 印

31×18×370

慌 考 一 印 面 は 「新 坑 」

187.防 爆 定 着 安 全 電 灯

220×145φ

49-2型
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188.防 爆 定 着 安 全 電 灯

220×145φ

49・2型

191.救 護 隊着用ベル ト

腰ベル ト980脚 ベル ト 820釣 ベ ル ト460

189.酸 素呼吸器

450×320

KGI30第2大 之浦Na5[箱 はNα12用]

製 造 川崎航空機工業株式会社 昭和15年4月

192.救 護 隊着衣バ ッグ

400×295Xl45

帆 布 製

190.酸 素 呼吸器

450×320

1〈G130第2大 之浦Na4

製 造 川崎航空機工業株式会社 昭和15年4月

193～194.救 護 服 用 ベ ル ト

1500×30
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195.救 護 隊用安全帽

備考一木綿製、 ランプの取付座はスチール製、

内部に衝撃吸収マ ッ ト入 り

198.救 護 隊用安全帽

備考一木綿製、ランプの取付座 は金具付革製

196.救 護隊用上下着衣

備考一白地木綿製、新菅牟田坑のネーム付 き

199～200.救 護 隊 用 マ ス ク

210×130

合 成 ゴ ム 製Mod2-L

製 造KA冒ASAK!

197.救 護 隊用脚絆

慌考一白地木綿製、10枚 革幸

レ絡


